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特集

　いつもご紹介頂き有難うございます。総合診療 科

は、前任の清川哲志医師より引継ぎ 3 年目を迎えて

おります。現在は 2 名体制で月曜日から金曜日、診療

にあたっております。令 和 2 年度の新規 外来 患者は

623 名（膠原病 96 名、感染症 115 名）、入院患者（延

べ人 数 ） は 217 名（ 膠原病 46 名、 感 染 症 112 名）

でした。当科の特色は以下の通りです。

● 主 な 紹 介 内 容 は、 発 熱、 痛 み、 倦 怠 感、 浮 腫、

検査値異常（炎症反応上昇など）です。

●診断に必 要な検 査（血液検 査、CT、超音波など）

の大半は当日可能です。必要に応じて当院の専門医

に相談しております。

● 最 終 的 な 診 断 は、 感 染 症、 膠 原 病、 悪 性 疾 患、

精神疾患と多岐にわたっております。当科で対応可

能であれば引き続き診療を継続していきます。専門

医の診療が望ましい場合は、各専門医に引き継いで

おります。

●診断確定に至らないこともありますが、様々な検査

を行うことで患者さまの不安軽減につながることが

あります。

●指導医のもと研修医の外来研修を行っております。

●診断に携わった主な疾患は以下の通りです。

　全身性エリテマトーデス、関節リウマチ、リウマ

チ 性 多 発 筋 痛 症、 成 人 スチル病、 全 身 性 強 皮 症、

多発性筋炎・皮膚筋炎、混合性 結合組織病、好酸

球性多発血管炎性肉芽腫症、顕微鏡的多発血管炎、

多発血管炎性肉芽種症、高安動脈炎、巨細胞性動

脈炎、結節性多発動脈炎、シェーグレン症候群、ベー

チェット病、偽痛風、家族性地中海熱、IgG4 関連

疾患、悪性リンパ腫、進行癌、サイトメガロウイルス

感染症、パルボウイルス感染症、伝染性単核症、帯

状疱疹、手足口病、梅毒、HIV 感染症、猫ひっかき病、

感染性心内膜炎、化膿性脊椎炎、肺炎、尿路感染症、

亜急性甲状腺炎、慢性甲状腺炎、深部静脈血栓症、

静脈弁不全、線 維筋痛症、機能性発熱、その他精

神疾患。

　診療する症状や疾患が多岐に渡っているのが当科

の特徴です。皆様のご期待に沿えるよう今後も努力い

たす所存です。よろしくお願い申し上げます。

総合診療センター長

辻
つじ

 隆
たかひろ

宏

総合診療センターのご紹介
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医療法人 友枝会
友枝歯科医院

◆貴院のアピールをお願いします
　当院は 1979 年（昭和 54 年）3 月に、北区武蔵ヶ
丘にて開院いたしました。2019 年 9 月、医療法
人への移行に伴い、 院長を友枝和夫より友枝圭に
継承。2020 年には、 新医院への建て替えを行って
おります。 
　友枝歯科医院では虫歯や歯周病の治療をするこ
とを主たる業務、目的とは考えていません。仲間
と楽しく食事をしたり、家族とたくさん笑ってお
しゃべりしたり。私たちが提供する医療を通じて、
患者さまの人生をいかに幸せで豊かなものにでき
るのか。それが当院の診療理念であり、テーマです。 
　日本補綴歯科学会専門医、日本口腔インプラン
ト学会専門医、日本口腔外科学会専門医、日本歯
科麻酔学会認定医、在籍。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　水前寺成趣園と、それに連なる江津湖公園。近
くに住んでいるので、よく家族と散歩に行きます。
ブラタモリを観て、熊本を熊本たらしめているの
は、活火山である阿蘇であり、阿蘇がなした熊本
平野の地層（火山灰）であり、地層がもたらす美
しい水であることを知りました。熊本県立図書館
から加瀬川沿いをぜひ歩いてみてください。都心
部を流れる透明で清らかな川の流れに、驚いて頂
けることかと思います。季節によっては、蛍をみ
ることもできます。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　診療所レベルでは対応が困難な症例（口腔がん、
蜂窩織炎、外傷・骨折、親知らず（深部）抜歯 等）
を受け入れて下さり、ありがとうございます。ま

【診療科目】
　歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科

【診療受付時間】
　月・火・水・金
　　午前 9:00 〜 12:30　　午後 14:00 〜 19:00
　土
　　午前 9:00 〜 12:30　　午後 14:00 〜 17:00

【休診日】
　木曜日、日曜日、祝祭日

【住所】
　〒 861-8001 熊本県熊本市北区武蔵ヶ丘 5-1-16

【TEL】
　096-339-4593

【FAX】
　096-339-4593

た、医科歯科連携に精力的に取り組んでいらっしゃ
る歯科口腔外科部長の中島健先生にはいつもご指
導を賜り、深く感謝しております。今後とも、よ
ろしくお願い申し上げます。
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脳神経内科（No.9）医学シリーズ
No.276

パーキンソン病について

最近のトピックス

国立病院機構熊本医療センター
脳神経内科副部長
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　当院は、消防関係法令の遵守を徹底し、職

員に対する防火、防災に関する研修の実施と

教育、訓練の積極的な実施により災害時の

行動力向上に努めています。更に救急医療で

は、各消防機関と連携し、重症傷病者の救命

を第一に実践すると共に教育面では多くの研

修生を受け入れつつ、災害発生時における医

療体制の確保についての知識の普及啓発活動

を行っています。又、令和２年７月豪雨の際

には、早期に医師、看護師を被災地に派遣し

医療支援活動にあたりました。今般、このよ

うな優れた実績が評価され、安全功労者総務

大臣表彰を受賞しました。今後も今回の受賞

を励みに防火・防災活動の継続に努めていく

ことが望まれます。

令和 3 年度安全功労者総務大臣表彰を受賞しました。

庶務班長

有
あり

馬
ま

 義
よし

弘
ひろ

放射線治療（外照射）の再開についてのお知らせ

　平素より大変お世話になっております。

　この度、予定通り新外照射装置（Varian 社製 TrueBeam）への更新作業が終了しましたので、再開につ

いてお知らせいたします。

　令和3年 9月22日より放射線治療の依頼受付を再開いたします。照射再開は10月4日からを予定してお

ります。

　放射線治療の適応がありそうな患者さまがいらっしゃいましたら、今まで通り放射線治療担当医：冨髙 

悦司（不在の場合は山口 晃世）まで、まずはお

電話にてご相談いただけますと幸いです。

　これまで以上の精度管理を行い、患者さまに

とって安心安全かつ高精度の放射線治療を目指し

て参ります。

　今後とも患者さまのご紹介ならびにご指導、ご

鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。　

　　　

　令和3年 9月

放射線治療科部長

冨
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えつ
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し
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　こんにちは。研修歯科医1年目の園山卓と申します。3月に九州

歯科大学を卒業し、熊本医療センターにて研修をさせていただいて

おります。

　よく病院歯科の研修歯科医はなにをしているの？と聞かれますの

で、少し紹介をしたいと思います。病院内の歯科では、入院患者さ

まや血液内科などからコンサルトしていただいた患者さまの口腔清

掃、ブラッシング指導などの口腔内環境の管理や深部の親知らずの

抜歯治療、口腔内腫瘍、外傷、炎症等、様々な口腔内に悩みを抱え

る患者さまを診療しております。熊本医療センターは救急病院なの

で、外傷や急性炎症の患者さまはほかの病院よりも多く来院されて

いる印象があります。

　私の現在の目標としては、親知らず抜歯の手技の習得、全身管理

の仕方を把握することです。患者さまを相手にタービンやメスを使用

することに最初は戸惑いもありましたが、徐々に慣れて参りました。

練習したことや勉強したことを一つ一つ実践する度に、充実感や達

成感を強く感じております。先輩の先生方やスタッフの皆さまにご

指導頂きながら、目標を一つ一つクリアできるよう、今後も日々練

習と勉強に励んでいきます。

　また当院は他科との交流や相談が気軽にできる環境だと思ってお

ります。耳鼻科とのカンファレンスを月一で開催したり、形成外科や

皮膚科で研修できる期間もあります。ありがたいことに、医科の同

期の研修医とも話しやすい環境にあります。医科の先生や多職種の

方のお話が聞ける機会はなかなかありませんので、いろいろな先生

のお話を聞いて、幅広い知識を身につけていきたいと考えておりま

す。

　まだまだ知識も技術も未熟な私ですが、できないことにたくさん

チャレンジし、できることを増やしていきたいと思います。今後とも

何卒よろしくお願い申し上げます。

歯科臨床研修医

園山　卓
そのやま　すぐる

臨床研修医

中尾　洸
なかお　こう

　こんにちは。研修医1年目の中尾洸と申します。熊本大学医学部

を卒業し、4月より熊本医療センターにて初期臨床研修をさせていた

だき早 4か月が経ちました。慣れない環境の中、先生方やスタッフ

の皆様のおかげで日々研修を頑張っています。

　私はまず麻酔科から研修をスタートしました。カルテの使い方も

分からず、診察や手技も初めてのことが多かったですが、麻酔科の

先生方に優しく指導していただいて、とても充実した毎日を送らせて

いただきました。静脈路確保や気管挿管、脊髄くも膜下麻酔など多

くの手技や、術中の麻酔管理など多くのことを経験できました。

　次に呼吸器内科で研修をさせていただきました。麻酔科とは内容

も全く異なり、指導医の先生に手取り足取り教えていただき、病棟

業務や胸腔ドレーン挿入などの手技も徐々に身についていきました。

またコメディカルのスタッフの方々の協力あっての日々の研修だと改

めて痛感しました。

　現在は血液内科で研修させていただいております。picc 挿入や骨

髄穿刺など初めて行う手技も多く、大変ながらもとても勉強になっ

ています。血液内科の先生方の、化学療法に伴う患者さまの苦痛に

寄り添う姿勢も日々感銘を受けています。

　これからも様々な科で研修をしていく中で、ご迷惑をおかけする

とは思いますが、一人前の医師に少しでも近づけるように精進して参

りたいと思っています。2 年間どうぞよろしくお願いいたします。

臨床研修医

髙木　友理子
たかぎ　ゆりこ

　こんにちは。研修医1年目の髙木友理子と申します。熊本大学医学

部を卒業し、4月から熊本医療センターで初期臨床研修をさせていた

だき早くも 4ヶ月が経ちました。

　私は熊本大学病院の臨床研修プログラムでの採用で、熊本医療セン

ターでの研修は今年1年間だけとなります。消化器内科から研修を始

め、救急・総合診療科を経て、現在は麻酔科で研修させていただいて

おります。病院見学にも来ていなかったため、4月の準夜勤研修で初

めて熊本医療センターの救急外来の様子を目の当たりにし大学病院と

の違いに少々面食らい、さらに最初の1ヶ月は電子カルテの使い方や

病棟のルールなど業務の基礎基本最低限のことすら分からないことば

かりで、何をするにも苦戦していたように思います。指導医の先生や

看護師さんをはじめ多くの方に多大な迷惑をおかけしながらも、細か

なことから教えていただき少しずつ出来ることが増え、大変ながらも

充実した日々を過ごしております。

　また、私は熊本大学の柴三郎プログラム奨学生でもあり、現在研修

医1年目でありながら大学院の博士課程1年に在籍しているため、研

修を始めて1ヶ月ほど経ち少し仕事に慣れた頃から大学院での研究も

再開しました。早朝仕事の前、或いは夜仕事の後、夜勤明けや休みの

日など、空いた時間を利用して研究室に通い実験をする、社会人と学

生の二足の草鞋は想像していた以上に遥かに大変で、あまりの休みの

無さに体力の限界を感じることも多いです。しかし、仕事できつい思

いをした日も仕事終わりに実験をしているうちに気分が軽くなったり、

実験が上手くいかない時も仕事で良いことがあるとまた頑張ろうとモ

チベーションが上がるなど、両方に取り組んでいるからこそ支えられて

いる部分もあります。

　まだまだ至らない点ばかりですが、今後も一人前の医師を目指し精

進して参りますのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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2021 年 10 月研修のご案内

抄録提出締切日：2021 年 11 月 17 日（水）
● 抄録には、演題名、所属、発表者、共同演者、本文を記述してください。
● 本文は【目的】【方法】【結果】【総括】、症例報告は【目的】【症例】【経過】【考察】にそって記述して下さい。
     本文は 600 字以内にして下さい。
● 図表の使用はできません。半角カナは使用できません。
● 尚、発表は原則として PC で、使用ソフトはパワーポイントで作成したものに限ります。
● 発表時間は 6 分、討論 3 分です。
● 参加費は無料です。

お問い合わせ・送付先：〒 860-0008 熊本市中央区二の丸 1 番 5 号　　　　　　  　　　　　　   
　　　　　　　　　　　　　国立病院機構熊本医療センター医学会運営　　臨床研究部長　富田正郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　髙橋和恵
TEL:096-353-6501 FAX:096-325-2519　 E-mail:takahashi.kazue.ck@mail.hosp.go.jp

　第 27 回国立病院機構熊本医療センター医学会が 2022 年 1 月 15 日（土）に国立病院機構熊本医療センター地域医
療研修センター大ホールにて現地開催で開催されます。（日時、場所、開催形式については変更になる場合もございます。
その場合、当院ホームページ、くまびょう NEWS でお知らせいたします。）
　例年通り病院全体の職種が参加し発表します。
　開放型病院登録医の先生方や施設のスタッフの方にも是非ご発表頂きたく演題募集をさせて頂きます。
　応募方法は演題抄録を CDR または USB メモリに入れて下記宛てにご送付頂くか、e-mail にてご送信下さい。
　多数のご参加をお待ち致しております。

第 27 回 国立病院機構熊本医療センター医学会の開催と演題募集のご案内

※今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえ、急遽変更・中止にさせていただく場合がございます。
最新の情報は当院ホームページ等でご確認をお願いいたします。

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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